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報告セグメントの変更に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026 年 12 月期第１四半期より、報告セグメントを変更することといたしましたので、下記の通

りお知らせいたします。 

 

１．セグメント変更の理由及び概要 

当社グループは、従来、企業の経営課題について一気通貫でソリューションを提供する「AIソリューション事業」の

単一セグメントにて管理しておりましたが、AIエージェントの進化及び企業のAI活用ニーズの高度化に伴い、当社グ

ループの価値提供は、単発の受託開発や個別プロダクトの提供にとどまらず、 X-Tech FDE（※）をベースに顧客企業

の業務課題を深く理解し、データ・AI・業務ナレッジを継続的に実装・活用する「AIプラットフォーム事業」へ移行し

ております。 

 

※ X-Tech FDE（クロステック・エフ・ディー・イー）は、様々な技術（X-Tech）を使ってFDE(Forword Deployed 

Engineering)を実現する手法です。FDEとは、顧客業務の最前線に自ら入り込み、AI/DXを実際に価値を生むと

ころまで責任を持って実装・展開するアプローチで、従来のシステム導入をして終わりではなく、継続的なアプ

ローチにより課題抽出と新技術のUPDATEを繰り返すことで価値を提供します。 

 

このため、当社グループの成長ドライバーと収益基盤をより明確に示す観点から、事業区分を以下の３セグメントと

いたしました。 

 

① エンタープライズAIソリューション事業 

本セグメントは、大手企業を中心に、経営・業務の中核領域における意思決定や業務遂行を担うAIエージェントを起

点としたAIソリューション提供および業務変革コンサルティングを行う事業です。 

顧客の経営課題・事業課題に対し、AIエージェントを活用した業務設計・業務変革構想の策定から、AIエージェント

の設計・実装、基幹業務との接続、運用定着までを一気通貫で支援します。 

特に、意思決定・審査・対話・判断といった高い信頼性が求められる業務領域において、業務知識を組み込んだAIエ

ージェントを業務プロセスの中核に据える点に強みを有しています。 

また、個別開発に留まらず、AIエージェント設計パターンや業界別ユースケースの標準化・再利用を進めることで、

案件横断での展開を可能とし、スケーラブルな提供モデルへの転換を進めています。これにより、高付加価値領域の需

要を安定的に取り込みつつ、収益性・再現性の高い事業構造を構築しています。 

 

② AIワークフローエンジニアリング事業 

本セグメントは、企業の業務プロセスそのものを起点に、AIエージェントを業務フローへ組み込み、業務全体を自律

的に回す仕組みへ転換することを目的とした事業です。 

AIモデル単体の導入ではなく、業務フロー、役割分担、データ連携、判断ルールをAIエージェント前提で再設計し、

業務が継続的に改善・進化する運用モデルを構築します。 



内製化を進めたいが人材が集まらない、AIが現場に定着しないといった課題に対しては、業務に寄り添った伴走型の

導入支援を通じて、AI前提の業務運用への移行を支援しています。 

企業ごとの業務特性に応じた柔軟な設計力を強みに、一度きりの導入ではなく、継続的な利用・改善を前提としたAI

ワークフロー基盤を提供することで、LTVの最大化を図り、顧客との中長期的な関係構築を重視した事業展開を行って

います。 

 

③ DATA＆AIエンジン事業 

本セグメントは、顧客企業内に存在する業務データ、営業・業務ナレッジ、判断基準や暗黙知を、AIエージェントが

再利用可能な構造化知識へと変換・蓄積する事業です。 

当社は顧客データそのものを保有するのではなく、顧客内データを接続・意味づけし、業務オントロジー、AIエージ

ェント設計テンプレート、業界別知識モデルとして資産化する点に強みを有しています。 

本セグメントは、既存プロダクトや顧客接点（BBDIグループを含む）を起点にリカーリング型収益を創出するとと

もに、エンタープライズAIソリューション事業およびAIワークフローエンジニアリング事業で蓄積した知見を横断的

にパッケージ化・水平展開する役割を担います。 

これにより、グループ全体としてAI実装の再利用性と展開速度を高め、AIプラットフォーム事業としての中長期的

な成長基盤を構築してまいります。 

当社グループが目指すFDE主導のAI実装力、SyncLect Data Intelligenceをはじめとするナレッジ資産化、及び既存

顧客への継続的な価値提供を、収益基盤の形成と同時に、構造的・継続的な事業成長を循環するシナジー形成により実

態に即して把握できる管理体制としています。 

 

２．変更の時期 

2026 年 12 月期第１四半期決算短信より、新セグメント区分にて報告いたします。 

 

以 上 


